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年間行事
境内史跡図 四天王寺の曹洞禅宗・東方持国曹洞禅宗・東方持国

篭篭新年三朝祈祷

薬師如来大祈祷会

春季彼岸会大法要

孟藺盆施食会法要

秋季彼岸会大法要

除夜の鐘

1月1日～3日

2月11日

3月彼岸中日後日曜日

7月16日夕刻

9月彼岸中日後日曜日

12月31日深夜
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坐禅会／毎週日曜日午前8時～9時頃まで

禅茶会／月末火曜日午前9時半～正午(会食付2.000円）

写経会／第1火曜日午前9時半～正午（1回1 ,000円）

婦人会／毎月8日午前10時

札 所／西国薬師霊場34番札所

芭蕉翁百霊場札所

伊勢の津七福神大黒天霊場
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曹洞宗塔世山四天王寺

〒51 4-0004 三重県津市栄町1 -892

15 059-228-6797(代）
FAX O59-229-1115

https://www.sitennoji.netI
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一
本
堂
］
昭
和
加
年
の
米
軍
空
襄
に
よ
り
、

当
寺
は
山
門
と
鐘
鐘
楼
を
残
し
て
焼
失
し

ま
し
た
。
現
在
の
本
堂
は
距
世
の
密
禅
定

行
和
尚
が
托
鉢
行
で
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

〔
山
門
｝
現
在
の
総
門
は
寛
永
旧
年
建
立
。

四
脚
門
と
い
う
形
式
で
、
装
飾
的
な
彫
刻

が
少
な
く
彫
り
が
浅
い
な
ど
、
江
戸
初
期

の
特
徴
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
梵
鐘
】
古
来
の
鐘
は
関
ヶ
原
の
乱
の
際
、

津
城
を
攻
め
る
石
田
三
成
軍
に
鉄
砲
の
弾

と
し
て
溶
か
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
鐘
は

延
宝
８
年
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す
。

【
芭
蕉
文
塚
・
二
日
坊
杖
塚
一
全
国
的
に

も
希
少
な
芭
蕉
の
文
塚
と
、
そ
の
建
立
者

で
あ
る
俳
人
．
｜
｜
日
坊
の
杖
塚
が
並
ん
で

の
こ
り
ま
す
。

【
堀
江
鍬
次
郎
墓
所
］
日
本
写
真
の
開
祖

と
い
わ
れ
る
上
野
彦
馬
と
共
に
、
写
真
術

の
研
鑛
に
取
り
組
ん
だ
堀
江
鍬
次
郎
は
、

師
で
あ
る
斎
藤
拙
堂
の
横
に
眠
り
ま
す
。

｛
斎
藤
拙
堂
墓
所
〕
津
藩
を
代
表
す
る
漢

学
者
で
あ
り
、
文
章
家
と
し
て
知
ら
れ
る

斎
藤
拙
堂
の
墓
所
は
、
境
内
を
見
渡
す
丘

の
上
に
建
て
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

〔
藤
堂
高
虎
正
室
墓
所
］
古
来
よ
り
知
ら

れ
る
寺
院
で
あ
っ
た
本
寺
に
は
、
江
戸
期

の
領
主
で
あ
っ
た
藤
堂
高
虎
の
妻
�
久
芳

院
も
葬
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

【
織
田
信
長
生
母
墓
所
｝
本
能
寺
の
変
後
、

津
城
の
織
田
信
包
（
信
長
の
実
弟
）
を
頼
っ

て
津
に
身
を
寄
せ
た
土
田
御
前
（
信
長
の

母
）
は
当
地
で
晩
年
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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津インターより車にて10分／津駅より徒歩10分

塔世山 四天王寺 Q



千年の歴史一聖徳太子建立一

坐禅場

寺宝及び関|連物＃

‐

塔世山四天王寺は曹洞宗の禅寺です。推古天皇

の勅願寺であり、聖徳太子によって建立されたと今

に伝わります。

時は用明天皇の御代、守屋大連の軍に3度敗れ

た若き日の聖徳太子は、戦陣で四天王尊像を刻み、

｢もし、次の闘いで私が勝利を得られたら、四天王

を祀る寺塔を建立するから勝利をお与えください」

と誓願をたてました。その結果、守屋の軍を破るこ

とができた太子は、誓願どおりに四つの四天王寺を

建立しました。その－つが本寺であると伝えられて

おります。

本寺の境内からは奈良期の古瓦も出土しており、

建立から千年以上もの歴史を有することが確かめら

れております。奈良・平安時代には、この地方で最

も繁栄した寺院だったと考えられています。

聖徳太子像(重要文化財）

鎌倉時代絹本着色112×39.5cm

聖徳太子孝養の図といわ

れるもので､両手で金色の

柄香炉を持って立ち､父・用

明天皇の病気快復を祈願す

る姿と伝えられます｡顔は

ふっくらとし､髪は両耳の上

で赤い紐をみずらに結い､唇

には朱がさされて描かれ､全

体に渋みのある彩色が用い

られていますが､袈裟などの

文様は金や赤で描かれて、

太子の凛々しさを引き立て

ています。

当寺では､禅寺の雰囲気を味わっていただけるように

1時間半程の禅体験コースを実施しております。

参加費飼人様1 ,OOO円'お抹茶お菓子代込' ||||予約制/ 059-228-6797

永代供養観音堂
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山門(市有形文化財）

江戸時代幅3.8m奥行き3.1m
薬師如来像(重要文化財）

像高65cm一木割矧造彫眼漆箔

檜の一木造りで､平安期

の承保4年( 1 077)に仏師・

定朝により造られたもので

す｡像の胎内には空洞が設

けられており､そこには当時

の寺領を記した文書や願

主．物部美沙尾ら38名の

寄進者名､扇・櫛・鏡・な

ど25点の遺物が納められ

ていました｡肩がやや怒り肩

で膝の高さも高く､衣紋の線

が強く硬いなど､定朝様式と

は異なる刀法が見られます。

お墓の跡継ぎがいない方へ安心の観音堂です。

宗旨宗派は問いません｡いつでもご自由に一般のお墓

と同じようにお参りいただけます。

お問い合わせは、お寺ま~で。

藤堂高虎ゆかりの寺 現在の形に再建されたのは寛永18年(1646)。2代

目藩主藤堂高次の時代｡使われている材木が太く､江戸

期の山門らしい均整のとれた姿をのこしています。

I
その後､度々の兵乱や戦火で焼失と再興を繰り返

した当寺でしたが、元和5年(1619)に津城に入国

した藤堂高虎が改築を行い、2代目藩主の藤堂高次

が寛永14年（1637)に寺領を寄進したことにより、

往時の寺勢をとりもどしました｡現在の本堂は、第

2次世界大戦末期の空雲で焼失した後､52世の定

行和尚が托鉢行にて再建されたものであり､津市内

有数の寺院の一つとなっております。

また境内には、信長の生母や藤堂高虎夫人、武

将や学者、文人たちの蟇､芭蕉文塚や文学碑など、

歴史を彩る説話や貴重な文化財が数多く伝わって

おります。

聖徳太子の救世観音E御朱印花屋寿栄禅尼の墓

(織田信長の生母）

本寺に織田信長の母親・花

屋寿栄禅尼の墓がありますの

は､信長の弟・信包(のぶかね）

が津城主として近隣を治めてい

たためであり､本能寺の変の

後､信包は母を津に呼び寄せて

共に過ごし､亡くなると本寺に

手厚く葬りました。
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聖徳太子没後1 400年に建立された救世観音です。

毎月変わる御朱印を通じて四季折々の自然を感じてお

参りください。祈りを100年先へと繋ぐ｢大観音立像」

事業へのご理解とご協力よろしくお願いいたします。
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